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平成 26 年３月 20 日 

物 価 統 計 室 

 

連鎖指数の充実に向けた検討について（案） 

 

１ 趣旨 

連鎖指数については、その充実に向けた検討として、昨年の研究会（９月３日）で議論を行っ

たところであるが、その際の主な意見に対して考え方を示すとともに、他の関連する課題につい

て検討する。 

まず、今回検討している内容を再度以下に示す。 

【見直しを検討中の内容】 

○系列 

新たに総合指数の月次系列を追加する 

○ウエイト作成方法及びリンク方法 

生鮮食品について毎年月別ウエイトを作成し、前年平均価格によるリンクとする 

生鮮食品以外については従前どおり（前年 12 月価格リンク） 

○初期項 

基準年前年の 12 月の価格及びウエイトを用いた連環指数により作成 

○年平均指数の作成 

月次指数の 12 か月平均とする 

○算式 

＜「生鮮魚介」、「生鮮野菜」及び「生鮮果物」＞ 

(連環指数) ܫ௬,() = ∑ ,,షభ,∙௪షభ,,సభ∑ ௪షభ,,సభ   

(連鎖指数) ܫ௬,() = ܫ × ∏ ()ܫ ×௬ିଵୀଵ ௬,()ܫ  ただし ܫ() = ଵଵଶ∑ ଵଶୀଵܫ ,()  
＜生鮮食品以外の類指数＞ 

(連環指数) ܫ௬,୫() = ∑ ,,షభ,భమ,∙௪షభ,సభ∑ ௪షభ,సభ   (連鎖指数) ܫ௬,() = ,ଵଶܫ × ∏ ,ଵଶ()ܫ ×௬ିଵୀଵ ௬,()ܫ  
＜生鮮食品を含む総合、生鮮食品を含む食料等＞ 
上記により算出した「生鮮魚介」、「生鮮野菜」、「生鮮果物」指数と、生鮮食品以外の各類指数とから、

＜生鮮食品以外の類指数＞の算式を用いて算出する。 
 

 

２ 前回の議論を受けた主な論点及び関連する検討課題 

（１）生鮮食品の連鎖指数作成について 

・生鮮食品の月別ウエイト作成を継続する必要性 

・前年平均価格リンクと前年 12 月価格リンクの長所と短所 

・月次連鎖指数の算式について 

（２）連鎖指数の寄与度分解の扱い 
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３ 対応案 

（１）生鮮食品の連鎖指数作成について 

○生鮮食品の月別ウエイト作成を継続する必要性 

・諸外国では年間固定ウエイトの国が多い 

※フランスは月別ウエイトを採用 

・年間固定ウエイトを採用している国の多くは、生鮮食品のうち季節調査品目のウエイトが

小さい 

・なお、年間固定ウエイトを採用している国では、非調査月の価格について 

－上位類指数等でインピュート（英国、カナダ、イタリア） 

－非調査月が生じる品目は、ウエイトが小さく調査対象外（ドイツ） 

・日本の生鮮果物においては、18 品目（ウエイト 0.92％）のうち、通年調査品目は 5品目（ウ

エイト 0.22％）しかない。年間固定ウエイトの前提となる季節調査品目の除外や類内他品

目からのインピュートはデメリットが大きい 

⇒生鮮食品の月別ウエイト作成を継続 

 

 ○前年平均価格リンクと前年 12 月価格リンクの長所と短所 

・「前年平均価格リンク」は「前年 12 月価格リンク」に比べ、断層(注１)が発生する可能性が

あるという短所があるものの、季節性や一時的な価格変動による影響を受けにくいという

長所がある 

(注１)12 月と翌年１月の間でリンク時点が変わり、指数のレベルが調整されることが原因で断層が

発生する。その結果、固定基準指数で 12 月と翌年１月の指数に変化がない場合でも、前年平

均価格リンクでは指数値が変化してしまう。 

・生鮮食品の場合、例えば、生鮮魚介指数を「前年 12 月価格リンク」で作成すると、内訳品

目である「いか」の価格の季節性により大きなドリフト(注２)※が発生する。このため、天候

や季節的な影響を受けやすい生鮮食品については「前年平均価格リンク」の方が適切であ

る（昨年９月の研究会で整理） 

※生鮮魚介の場合、前年 12 月価格リンクによるドリフトの大きさ(注３)（2002～2012 年で最大 2.1

ポイント、平均 0.7 ポイント）は、前年平均価格リンクによる断層の大きさ（最大 0.2 ポイント）

を大きく上回る 

(注２) ここでは、一時的な価格・ウエイト変動により連鎖指数が上方または下方にシフトしたため、
内訳品目の指数水準が元に戻っているのに上位類指数の水準が元に戻らないとみられる事例

を、便宜、「ドリフト」と呼ぶ 

(注３)ここでは便宜、固定基準指数による対前年比と連鎖指数による対前年比との差とした 

・ドイツやフランスでも同じ問題意識から、生鮮食品については「前年平均価格リンク」を

採用している 

⇒生鮮食品については「前年平均価格リンク」を採用 

 

 ○月次連鎖指数の算式について 

・１で提示した連環指数の算式は、月次算式をこのように定義することで、「生鮮魚介」等の

指数の年平均が、現行の年平均連環指数と整合的となる 

※なお、現行の年平均連環指数の算式と「前年平均価格リンク」の算式の関係は補足参照。 

⇒１で提示した算式を採用 
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（２）連鎖指数の寄与度分解の扱い 

 ○総合指数の前年同月比に対する寄与度算式は以下のとおり 

・生鮮食品 

品目݅の寄与度 = ൭ܫ௬ିଵ,ଵଶ, ∙ 	௬ିଶ,ଵଶ,ݓ 	− ௬ିଵ,,ܫ		 ∙ ௬ିଶ,ܫ	௬ିଶ,,ݓ ∙ 1∑ ௬ିଶ,ୀଵݓ ∙ ௬ିଶ,ଵଶ()ܫ1 + ൭ ௬ିଵ,ଵଶ()ܫ௬ିଵ()ܫ ∙ ௬ିଵ,ܫ௬,,ܫ − 1൱ ∙ ∑௬ିଵ,,ݓ ௬ିଵ,ୀଵݓ ∙ ௬ିଵ,()ܫ௬ିଵ,ଵଶ()ܫ ൱ ∙ ∑௬ିଵ,ݓ ௬ିଵ,ୀଵݓ  

・生鮮食品以外の品目 

品目݅の寄与度 = ൭I୷ିଵ,ଵଶ,୧ − 	I୷ିଵ,୫,୧I୷ିଶ,ଵଶ,୧ ∙ w୷ିଶ,୧∑ w୷ିଶ,୧୩୧ୀଵ ∙ 1I୷ିଶ,ଵଶ()୩ + ቆ I୷,୫,୧I୷ିଵ,ଵଶ,୧ − 1ቇ ∙ w୷ିଵ,୧∑ w୷ିଵ,୧୩୧ୀଵ ∙ I୷ିଵ,ଵଶ()୬I୷ିଵ,୫()୬ ൱ ∙ w୷ିଵ,୧∑ w୷ିଵ,୧୬୧ୀଵ 	
寄与度:品目݅のݕ年݉月における総合指数対前年同月比に対する寄与度 ܫ௬,(,):品目݅のݕ年൫݉月൯価格指数  年൫݉月൯のラスパイレス連環指数ݕにおけるݔ௬,()௫:合算範囲ܫ ݆:生鮮食品の合算 ݇:生鮮食品以外の品目の合算 ݊:全品目の合算	 年൫݉月൯ウエイトݕ௬,(,):品目݅のݓ 

 
 

 ○算式が極めて複雑で、一般的な結果利用者が指数から計算するのは困難であることから、全

品目の寄与度を集計・公表する方向で検討 

 

 

 

４ まとめ 

○今回の議論を踏まえて更に精査した上、関係機関等の意見も聞きつつ、最終的な見直し案を

取りまとめることとする。 

  



4 
 

（補足）「前年平均価格リンク」（案）算式と現行の年平均連環指数の算式の関係 

【生鮮食品における前提条件】 

① 品目別指数について、年平均指数は月次指数の月別ウエイトによる加重平均とする ܫ௬, = ∑ ൫ܫ௬,, ∙ ∑௬ିଵ,,൯ଵଶୀଵݓ ௬ିଵ,,ଵଶୀଵݓ  

② 品目別ウエイトについて、年間ウエイトは月次ウエイトの平均とする ݓ௬ିଵ, = 112 ௬ିଵ,,ଵଶୀଵݓ 	
③ 「生鮮魚介」「生鮮野菜」「生鮮果物」３区分のウエイトは年間固定とする（月に依存しない）  ௬ିଵ,,ୀଵݓ = ഥ௬ିଵ()ݓ = ௬ିଵ,ୀଵݓ 				(		݆:「生鮮魚介」「生鮮野菜」「生鮮果物」)	

 

【現行の年平均連環指数 ܫ௬(෨ ,) 算式の展開】 
௬(෨ܫ ,) = ∑ ൬ ௬ିଵ,ܫ௬,ܫ ∙ ∑௬ିଵ,൰ୀଵݓ ௬ିଵ,ୀଵݓ  

= ∑ ቆ∑ ൫ܫ௬,, ∙ ∑௬ିଵ,,൯ଵଶୀଵݓ ௬ିଵ,,ଵଶୀଵݓ ∙ ௬ିଵ,ܫ௬ିଵ,ݓ ቇୀଵ ∑ ௬ିଵ,ୀଵݓ 		൫∵ ①൯ = ∑ ൮∑ ൬ܫ௬,,ܫ௬ିଵ, ∙ ∑௬ିଵ,,൰ଵଶୀଵݓ ௬ିଵ,,ଵଶୀଵݓ ∙ ௬ିଵ,൲ୀଵݓ
∑ ௬ିଵ,ୀଵݓ 	

= ∑ ൮∑ ൬ܫ௬,,ܫ௬ିଵ, ∙ ௬ିଵ,,൰ଵଶୀଵݓ 12 ∙ ௬ିଵ,ݓ ∙ ௬ିଵ,൲ୀଵݓ
∑ ௬ିଵ,ୀଵݓ 		൫∵ ②൯ 		= ∑ ∑ ൬ܫ௬,,ܫ௬ିଵ, ∙ ௬ିଵ,,൰ୀଵଵଶୀଵݓ 12 ∙ ∑ ௬ିଵ,ୀଵݓ  

= ∑ ∑ ൬ܫ௬,,ܫ௬ିଵ, ∙ ௬ିଵ,,൰ୀଵଵଶୀଵݓ 12 ∙ ഥ௬ିଵ()ݓ 		൫∵ ③൯ ・・・④ 
 

【「年平均価格リンク」による月次連環指数算式（案）の年平均 ܫ௬(,)】 
௬(,)ܫ = 112 ௬,(,)ଵଶୀଵܫ = 112 ۇۉ

∑ ൬ܫ௬,,ܫ௬ିଵ, ∙ ∑௬ିଵ,,൰ୀଵݓ ௬ିଵ,,ୀଵݓ ۊی
ଵଶୀଵ  

= 112 ۇۉ
∑ ൬ܫ௬,,ܫ௬ିଵ, ∙ ௬ିଵ,,൰ୀଵݓ ഥ௬ିଵ()ݓ ۊی

ଵଶୀଵ 		൫∵ ③൯ 		= 112 ∙ ഥ௬ିଵ()ݓ  ቌቆܫ௬,,ܫ௬ିଵ, ∙ ௬ିଵ,,ቇݓ
ୀଵ ቍଵଶୀଵ ・・⑤ 

 

 

④、⑤より、「生鮮魚介」「生鮮野菜」「生鮮果物」については ܫ௬(෨ ,) =  。௬(,)となるܫ
（注）「生鮮魚介」の中の一部品目だけで合算する場合は、③が成り立たないため、 ܫ௬(෨,) =  。௬(,)とはならないܫ


